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複数の県で、 高校生の情報リテラシーの水準、および情報リテラシーに関して高校生が直面する問題を調査ました。 それらは変数 （性別、 文系か理系か、 ＧＰＡ （
grade point average ：
成績平均値） 、 学校の所在地）によって異なるだろうという仮説に本研究は立ちました。　
仮説の背景には、女性より男性の










































が直面する問題には、 「性別」 、 「文
























具体的な細かい のというよりは、今後の全体方針を示すものといえます。たしかに、情報リテラシーに関して直面する問題につ て、ＩＣＴ環境の不備に関するものが生徒たちの自由回答で上位に挙がりましたで、提言の特に二点目は、ガイドラインや基準を実現 るところまで持っていくことができれば、有効であるように思います。　
しかし、 「男子生徒より女子生徒
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基準７：さまざまな仕方で I C T を利用するための知識や必要なスキル
　　　　を有する。
側面１：さまざまな情報源から情報を探し出す。
　　　　［筆者注：「こうした側面に関して問題だと感じていることは何か」のよう
　　　　な調査だったと思われます］
側面２：情報に関するツールやICTのハードウエア、ソフトウエアを利
　　　　用する。
側面３：情報を探索する。
側面４：さまざまな状況下で情報を利用する。
側面５：情報リテラシーを支援する活動。
側面６：ICTのリテラシーを支援する活動。
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